
講義の内容・方法および到達目標 

【講義の内容・方法】 

・国内外の社会問題についてのエッセイを読み、読解力を中心とする英語リテ

ラシー力の向上を目指す。 

・ユニット毎に小テストを実施し、本文の語彙と内容把握の力を確認する。 

【到達目標】 

・英文の構造を十分に理解できる。 

・標準的な難易度の英文を、辞書を使いながら読むことができる。 

・標準的な難易度の英文を速読し、理解することができる。 

 

授業計画  

 第１回 ガイダンス        第16回 Unit11⑴本文 

 第２回 Unit１⑴本文   第17回 Unit11⑵読解問題と小テスト 

 第３回 Unit１⑵読解問題と小テスト第18回 Unit12⑴本文 

 第４回 Unit２⑴本文   第19回 Unit12⑵読解問題と小テスト 

 第５回 Unit２⑵読解問題と小テスト第20回 Unit13⑴本文 

 第６回 Unit３⑴本文   第21回 Unit13⑵読解問題と小テスト 

 第７回 Unit３⑵読解問題と小テスト第22回 Unit14⑴本文 

 第８回 Unit４⑴本文   第23回 Unit14⑵読解問題と小テスト 

 第９回 Unit４⑵読解問題と小テスト第24回 Unit15⑴本文 

 第10回 Unit５⑴本文   第25回 Unit15⑵読解問題と小テスト 

 第11回 Unit５⑵読解問題と小テスト第26回 Unit16⑴本文 

 第12回 Unit６⑴本文   第27回 Unit16⑵読解問題と小テスト 

 第13回 Unit６⑵読解問題と小テスト第28回 Unit17⑴本文 

 第14回 Unit７⑴本文   第29回 Unit17⑵読解問題 

 第15回 Unit７⑵読解問題     第30回 総復習 

 

教材・テキスト・参考文献等 

『What’s Going On in the World?』（成美堂） 

 

成績評価方法 

・定期試験50％、小テスト 30％、授業に対する取り組み 20％の基準で評価する。 

・出席回数が総授業回数の2/3に満たない場合は、成績評価要件を満たしてい

ないと判断し、評価対象外とする。 

・病欠および公欠は翌週の授業開始前または終了後に申し出て公的な証明書を

提示し、指示された課題を提出すること。 

 

その他 

本授業では予習・復習に対して十分な時間を割く必要がある。次回講義箇所

を予習して授業に備え、授業で質問に対する回答を求められた場合には、授業

に対する取り組みの姿勢を見せるよう努めてください。また、ユニット毎の小

テストに備えて、本文の内容と語彙を中心に復習してください。なお、小テス

トを実施する授業回を欠席した場合、公的な証明がない限り配慮されず、０点

扱いになることに注意してください。 

 

 

講義科目 

担  当 

：英語Ⅰ         

：萩  三恵   

 

単 位 数  

学習形態 

：２ 

：選択必修科目  


